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はじめに

ご存じのように、近年は女性の活躍が著しく、都知事では女性初めて小池知事が就任し、様々な問題に対
応して、指示を得ています。外国では、イギリスの首相にメイ氏が就任し、既にドイツの首相はメルケル氏
であり、ヨーロッパの大国では女性が政治のトップを担つています。アメリカの大統領もクリントンさんが
有力であったが、トランプさんに敗れ、アメリカ初の女性大統領にはなれませんでしたが、ますます女性の
活躍が期待されるところです。

女と男これほど不可思議な動物はいません。
いつ頃から言われたのか定かではないが、“男と女との間には太い川が流れている ”とか “そもそも男と
女は本質的に違う生き物である ”言われてきた。アメリカのジョン・グレイ博士は1990年 “ 男は火星から女
は金星からやつてきた ”を発表して、ベストセラーになつている。
同じ人間ではあるが、どうも男と女は何か違うのではないかと思われてきた。また、お互いに不思議な魅
力があると思われてきているが、どうしても判り得ないところもあると認識されてきている。私もそう思つ
ている一人です。
そこでほんとうに、そうなのか数値・データで調べてみることにしました。何が違うのかいやほんとうは
そんなに違わないのか調べて見ることにしました。
調べるにあたっては男と女の本は無尽蔵にあるので、様々なデータを活用させて頂きましたが、何分多く
の資料ですので活用方法が間違つたものがあるかもしれないですが、ご容赦願います。何かの参考にして頂
ければ有り難いと思います。
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データの活用方法

データを活用するにあたり、下記事項を基本としました。

1活用した書物
主に、政府刊行物から得られたデータを活用しています。いわゆる各省庁の「白書」類を参考として
います。特に、「男女共同参画統計データブック」から多く引用致しました。
その他、ネットで得られる情報で、なるべく信頼のおけるもの、最新のものを採用しましたが、一部
情報が得られないため、その限りでないものもあります。

2データの最新性
最新のデータを活用しておりますが、データの種類によつては、統計する時期が違うため年が異なる
ことになり、一定した年若しくは年度の掲載ができないことがあります。
また、真実に近いデータを活用していますが、項目によつてはそのデータが代表していないものも含
むこともあります。
年代が古いものについては、データが存在しないものがあり、省略することもあります。
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	４	 結婚形式としては、恋愛結婚は88％で多く、独身者の70％は結婚意志がある
	５	 結婚条件としては、「性格が合う人と結婚する」が男女共一番多く70％以上となっている
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自殺………………………………………………………………………………………………… 61 
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平均寿命と健康寿命……………………………………………………………………………… 64 
	８	 平均寿命は、女性86.8 歳、男性 80.5 歳、健康寿命は、女性74.2 歳、男性 71.2 歳
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	11	 正規雇用雇用者の７割を男性が占めて、非正規雇用の７割を女性が占めている
	12	 非正規雇用の内訳として、35歳以降の女性非正規雇用者の８割弱はパート・アルバイトである
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	３	 経年別の賃金では、2000年と 2015年が比較的男女とも高かった
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労働時間…………………………………………………………………………………………… 91 
	５	 正規社員の週実働時間は、女性は41.5 時間、男性46.7 時間である
	６	 年次有給休暇取得率は、女性は53.3％、男性は44.7％である
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	７	 仕事の性別における差別意識では、「ずっと仕事を続けたい」と思って人が一番多い
	８	 男女共「子供ができても、女性がずっと職業をもつ方が良い」と考える人が半数いる
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	１	 女性役員割合は、1.8％であり、国際的に最低水準である
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生活時間…………………………………………………………………………………………… 99 
	１	 成人の収入労働時間は８時間で男性が多く、家事労働時間は3.5 時間で女性が多い
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	４	 国別の生活時間を比較すると、日本は男性の労働時間が長く、女性の家事時間が長い
	５	 国別の育児時間を比較すると、日本の夫は39分 /日、欧米は60分 /日以上となっている

育児と介護…………………………………………………………………………………………104 
	６	 育児者の割合も介護者の割合も女性の方が多い。そのうち有業者の割合は男性が多い
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第10章　家計と資産

家計…………………………………………………………………………………………………106 
	１	 年間収入は、男性は4,551（千円）、女性は3,415（千円）。貯蓄残高は女性が多い
	２	 支出は勤労者世帯で、「夫婦と子と親」世帯が一番多く、約39万円 /月となっている

資産…………………………………………………………………………………………………108 
	３	 持ち家率は女性が46％、男性が36％で女性が多い。負債残高は男性の方が多い

第11章　教育と学習

学校の在学者数……………………………………………………………………………………109 
	１	 少子化に伴い、幼稚園〜高等学校の在学者が減少しているが、大学は上昇している
	２	 高等専門学校、４年生大学、修士課程、博士課程の女性割合が急上昇している

子供…………………………………………………………………………………………………111 
	３	 幼稚園・保育園の在学者数は288万人で年々減少しているが、在学率は増加している
	４	 子供の遊び場は、友達の家が64％と一番多く、次が自宅で、家屋内で遊ぶことが多い
	５	 子供の遊び相手は、同じクラスの子が73％と一番多く、男女差はなく同じ傾向である
	６	 子供の将来の夢は、最近の調べでは女子は食べ物屋さん、男子はサッカー選手である
	７	 将来「結婚したい」「子供が欲しい」と思っている子供たちはいずれも60％である
	８	「不安や悩みをもっているか」では、女性では85％、男性では75％の子供がもっている
	９	 子供の不安や悩みの相談相手では、「親」30％、次に「友達」「先生」「兄弟」の順である
	10	 父母のしつけについて、子供たちは、母親の方が厳しいと思っている

小学生………………………………………………………………………………………………119 
	11	 義務教育である小学校・中学校の学校数及び在校数は大幅に減少している
	12	 小学生の将来就きたい職業は、女子はパン屋、ケーキ屋で、男子はスポーツ選手である

中学生………………………………………………………………………………………………121 
	13	 中学生の将来就きたい職業は、女子は幼稚園、保育園の先生で、男子はスポーツ選手である
	14	 中学生の進学先は、99％が高等学校へ進学している。男女差はない

高等学校……………………………………………………………………………………………123 
	15	 高等学校の数は、4,963校あり、減少している。大学は781校あり、増加している
	16	 高校から大学へ進学するのが一番多く、女性 57％、男性 52％であり、就職は、女性 14％、男性 22％

である
	17	 高校生の悩みは、「ＳＮＳでのやりとりが面倒」が一番多く、次に「大学受験が不安」となっている

大学…………………………………………………………………………………………………126 
	18	 大学を卒業したら70％が就職し、11％が大学院に進学する
	19	 大学の専門分野の男女差は大きい。理工系は男性、人文学系は女性が多い
	20	 大学の経年別の専門分野を見ると、女性の人文科学系が多く、理工系と農学も増加している
	21	 大学人気ランキングでは、国立大学は東京大学、私立大学は、青山学院大学がトップである

最終学歴……………………………………………………………………………………………130 
	22	 最終学歴は男女共高学歴化が進んでいる。特に女性の上昇が著しい

偏差値………………………………………………………………………………………………131 
	23	 偏差値 75以上の学校は、中学・高校では共学が多い。大学では、国立が多い。

教員…………………………………………………………………………………………………132 
	24	 小学校・中学校・高等学校の教員数は91万人おり、そのうち女性の比率は48％である
	25	 中学校・高等学校の教科別教員で、女性が多いのは国語・音楽・英語・家庭である。
	26	 大学の教員に占める女性の割合は、約２割である。分野別にみると人文科学・社会科学・家政に女性教

員が多い
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世界の教育…………………………………………………………………………………………135 
	27	 先進国では女性の方が高等教育在籍率は高い。日本の女性は先進国では低い水準となっている
	28	 世界の大学ランキングベスト30では、日本の大学は入っていない

第12章	 社会保障と社会福祉

年金…………………………………………………………………………………………………137 
	１	 厚生年金受給額は男性165,450 円、女性 102,252 円である
	２	 年金には正規の職員・従業員では男女共99％加入しているが、非正規は女性が低い

介護と医療…………………………………………………………………………………………139 
	３	 介護者は「子」が一番多く30％で、次に「配偶者」26％である。介護者は７割が女性である
	４	 介護保険の受給者は、女性が男性の２倍以上の327万人となっている。
	５	 年間国民医療費は、約30万円で、男女差はない。医療費の一番高いのは65歳以上となっている

第13章	 犯罪等

刑法犯………………………………………………………………………………………………142 
	１	 刑法犯罪は減少しているが、年間176万件ある。安全な国と言えるか。
	２	 刑法犯は、自動車運転過失致死傷等を除くと25万人おり、そのうち８割が男である。
	３	 犯罪被害者はこの10年間で 55％減少している。被害者の３分の２が男である。

性犯罪等……………………………………………………………………………………………145 
	４	 性犯罪の強姦罪や強制わいせつ罪は減少しているが、女性の被害はなくならない
	５	 性犯罪の売春件数や児童買春は減少しているが、売春件数は年間約1,000件となっている
	６	 配偶者による犯罪は増えており、その被害者の90％が女性である。男は身勝手
	７	 配偶者による犯罪は増えており、その相談件数は年々増加している。ほとんどが女性
	８	 ストーカー犯罪は増加しており、その被害者の90％は女性である。男は身勝手
	９	 セクシュアル・ハラスメントは減少していたが、また増加し、その相談者の60％は女性である

交通事故……………………………………………………………………………………………151 
	10	 交通事故の死者は年間4,117人に減少しているが、男女共高齢者の死者が多い

第14章	 自然災害とボランティア

自然災害……………………………………………………………………………………………152 
	１	 日本列島は「災害のデパート」であり、世界でも最大のリスクを持つ
	２	 阪神・淡路大震災と東日本大震災の被害者は、60歳以上が６割を占めている

ボランティア………………………………………………………………………………………154 
	３	 ボランティアに参加する人数は、行動者数および行動者率で女性の方が多い

第15章	 意識調査

性別差別……………………………………………………………………………………………157 
	１	 日本の社会は男女性別があると男女とも認めている
	２	 日本の男女差別は20年前から変わっていない。
	３	 性別による差別をしてはいけないと日本国憲法、法律、国連の条約等に規定されている
	４	 世界ジェンダー格差国別順位では、145か国中日本は101位であり、極めて低い

子供の数……………………………………………………………………………………………159 
	５	 欲しい子供の人数は、いずれの国も２人が一番多く、37〜 52％の人が思っている
	６	 理想子供数を実現するためには、金銭的な負担をなくすことが一番重要と思っている

自国の満足度………………………………………………………………………………………161 
	７	 自国の満足度において、日本は30％と低い。欧米では50％以上の国が多い
	８	 日本の誇りについて、男女差はなく、「治安の良さ」を一番に挙げている。
	９	 国を愛する気持ちでは、女性がやや低く、年齢が高くなるほど愛国心が高い
	10	 社会への貢献意識では、男女差はなく、約３分の２は貢献したいと思っている
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現代の世相…………………………………………………………………………………………165 
	11	 現代の世相（明るいイメージ）では、「日本は平和である」が約３分の２の人が思っている
	12	 現代の世相（暗いイメージ）では、「無責任の風潮が強い」が男女共一番多い
	13	 社会志向か個人志向かについては、男女共約半数が社会志向となっている

働き方・暮らし方… ………………………………………………………………………………168 
	14	 働き方・暮らし方は理想どおりにはいかない。仕事も家庭も優先したいと思っているが

子供との対峙………………………………………………………………………………………169 
	15	 子供や孫との付き合い方では、「ときどき会って食事や会話をするのがよい」が一番良い
	16	 子供への学歴期待では、各国とも大学まではいって欲しいと思ってているが日本は低い
	17	 子供の育て方の日米の比較では、アメリカの方があらゆる指標で勝っている

第16章	 政治等への参画

政治への参画………………………………………………………………………………………172 
	１	 国別の政治への参画状況を見ると、女性議員の割合は、日本は189か国中 161位である
	２	 2014年度の衆議議員選挙の立候補者の女性の割合は16.6％、当選者は9.5％である
	３	 2013年度の参議議員選挙の立候補者の女性の割合は24.2％、当選者は18.2％である
	４	 国政選挙の投票率は、男の方がやや高い。また、年齢とともに高くなる傾向にある
	５	 政党の役員数は女性比率が低い
	６	 地方議会の女性比率は12.4％であり、少しずつ上がってきている。
	７	 知事・市長等地方の各長の女性比率は1.3％であり、20年間変わっていない

行政・司法への参画… ……………………………………………………………………………179 
	８	 国務大臣への女性登用は２割台後半、副大臣、大臣政務官は１割台である
	９	 国家公務員採用一般職試験の女性割合が増えており、31.6％である。
	10	 国家公務員採用総合職試験の割合が増えており、34.3％である
	11	 国家公務員の登用状況では、男性の割合が高く、指定職では女性の割合は３％である
	12	 司法への参画では、女性の割合が高くなって、裁判官40％、検察官38％、弁護士26％である

国際分野への参画…………………………………………………………………………………184 
	13	 国連等国際分野で活躍している女性は多いが、在外公館で活躍している人は少ない

第17章	 賞

文化…………………………………………………………………………………………………185 
	１	 ノーベル賞は、世界的には女性受賞者が48名で、全体が874名なので5.5％である
	２	 女性の受賞比率は、文化勲章は４％、文化功労章は５％、国民栄誉賞は26％である
	３	 女性の受賞比率は、芥川賞は28％、直木賞は23％で、近年は割合が上がっている

スポーツ……………………………………………………………………………………………188 
	４	 オリンピックの夏の大会では男性が女性の３倍以上獲得しているが、最近は同数である
	５	 オリンピックの冬の大会では男性が女性の３倍近く獲得しているが、最近は同数である

第18章	 天皇と総理大臣

天皇…………………………………………………………………………………………………190 
	１	 今上天皇は125代で、歴史的に見て女性天皇は８人10代がいた。女性天皇率は８％である

総理大臣等…………………………………………………………………………………………191 
	２	 安倍総理大臣は97代で歴代の総理大臣は62人いるが、女性の総理大臣はまだいない
	３	 衆議院議長は66名おり、２名が女性、参議院議長は22名おり、１名が女性である
	４	 最高裁判所長官は現在18代であるが、女性長官はまだいない

第19章	 女と男の世界

理解できない行動…………………………………………………………………………………194 
	１	 男性が理解できない女性の行動の１位は「必要以上にやせたがる」
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	２	 女性が理解できない男性の行動の１位は「道ばたにつばを吐く」
	３	 理解できない女性の行動に対する対処方法①
	４	 理解できない女性の行動に対する対処方法②
	５	 理解できない男性の行動に対する対処方法①
	６	 理解できない男性の行動に対する対処方法②

魅力的な人…………………………………………………………………………………………200 
	７	 男性が惹かれる魅力的な女性の１位は、「女性らしい柔らかい雰囲気」の人
	８	 女性が惹かれる魅力的な男性の１位は、「笑顔が素敵」な人

嫌われるタイプ……………………………………………………………………………………202 
	９	 男性に嫌われる女性のタイプの１位は、「受け身でガードが堅い」人
	10	 女性に嫌われる男性のタイプの１位は、「自分が一番可愛い」人

好きな言葉・嫌いな言葉… ………………………………………………………………………204 
	11	 一番好きな言葉は、「ありがとう」、一番嫌いな言葉は、「・・・でよろしかったでしょうか」

不倫…………………………………………………………………………………………………205 
	12	 不倫は、男性より女性の方が多い
	13	 不倫を後悔していない人は約半数

女らしさと男らしさ………………………………………………………………………………207 
	14	 女らしさと男らしさは、時代によって変化する

相性…………………………………………………………………………………………………208 
	15	 血液型相性では、Ｏ型の男性とＡ型の女性がベストカップルであると言われている
	16	「一瞬で愛が冷める行為」は男女とも無神経な言葉を発することにより始まる
	17	「手放したくないパートナー」では、結局男女とも人間味のある人かもしれない

第20章	 女と男の趣味

趣味…………………………………………………………………………………………………211 
	１	 趣味　-　女性は「ショッピング」が一番、男性は「映画鑑賞」が一番となっている
	２	 人気料理　-　女性は「寿司」が一番、男性は「唐揚げ」が一番である
	３	 嫌いな食べ物　－　女性は「パクチー」が一番、男性は「セロリ」が一番である
	４	 映画　-　好きなジャンルでは、女性は「恋愛物」が一番、男性は「アクション物」である
	５	 音楽は、男女とも一番好きなのはＪ - ＰＯＰである。

第21章	 好きなタレント

人気度………………………………………………………………………………………………216 
	１	 男性タレント人気度ナンバー１は「阿部　寛」である
	２	 女性アレント人気度ナンバー１は「綾瀬　はるか」である

好きな俳優…………………………………………………………………………………………218 
	３	 女性が好きな男優ランキング
	４	 男性が好きな男優ランキング
	５	 女性が好きな女優ランキング
	６	 男性が好きな女優ランキング
	７	 好きな女優・男優ランキング
	８	 好きな日本人スポーツ選手ランキング

恋人にしたい有名人………………………………………………………………………………224 
	９	 恋人にしたい有名人ランキングでは女性は「綾瀬　はるか」、男性では「相葉　雅紀」である

第22章	 女と男のことわざと著名人の名言

ことわざ……………………………………………………………………………………………225 
	１	 女性編
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	２	 男性編
	３	 女と男の比較編
	４	 恋愛編
	５	 夫婦編

著名人の名言と格言………………………………………………………………………………230 
	６	 恋愛編
	７	 結婚編

第23章	 ＬＧＢＴとは

ＬＧＢＴ……………………………………………………………………………………………232 
	１	 ＬＧＢＴとは、レスビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダーである。
	２	 ＬＧＢＴの人口は日本の場合7.6％である

第24章	 特集

生まれ変わるなら、男性がいいか女性がいいか… ……………………………………………234 
	１	 生まれ変わるなら、どちらがよいかでは、男女ともどちらにも片寄っていない
	２	 生まれ変わるなら、どちらがよいかでは、男女とも２/３が自分の性が良いと思っている

生活は変化したか…………………………………………………………………………………236 
	３	 1965年と 2015年の 50年間の変化は、人生が延びて年齢的にテンポが遅くなっている

男女差別はあるのか(各分野への女性の参画)…………………………………………………237 
	４	 男女格差はあると言わざるを得ないが、徐々ではあるが、是正されている。

自分の性格…………………………………………………………………………………………238 
	５	 自分の性格について、「一人が好き」「内向的」との答えが多く、消極的傾向にある。

離婚しないためには………………………………………………………………………………239 
	６	 離婚しないためには離婚原因を調べる必要がある。離婚原因は一つではない
	７	 離婚しないためには、「歩み寄り」と「コミュニケーション」が大切である。しかし、難しい

今後の寿命（いくつまで生きられるか）…………………………………………………………241 
	８	 日本の女性平均寿命は40年後は 92.4 歳となる。80年後は 97.6 歳となる。

男女の取り巻く環境………………………………………………………………………………242 
	９	 男女の取り巻く関連ワード

おわりに──────────────── 12 
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1章-1　女と男の語源・由来
「をんな」という言葉は、平安時代に生まれ、「若い女」を指した。「をとこ」は「若い男」を指した。
やがて、語形が変化し、「おんな」は女性一般を指し、「おとこ」は男性一般を指すようになった。

女と男の語源・由来

【女の語源・由来】
○女は、奈良時代には「をみな」で、平安時代には撥音便化され「をんな」となった。
○「をみな」の「を」は、「小川」などと同じで「小さいもの」を意味する接頭語で、「をみな」の
場合は年少を意味する。
○「をみな」の「み」は、女を意味する「み」。
○年齢の上で、老女を意味する「嫗（おみな・おうな）」の対義語にあたり、性別では少年を意味
する「をぐな」と対になる語であった。
○結婚適齢期に達した若い女性を意味する「をみな」と「をとめ」は同じぐらいの年齢をさして
いたため、古くから混同されていた。
○やがて、「をとこ」の対義語は「をとめ」から「をみな」に変わり、「をとこ」と同じように語
形が変化し、意味の範囲が拡大されて、女は女性一般をさすようになった。

【男の語源・由来】
○男は、「をと＋こ」からなり、「をと」は若いを意味した。
○「をとこ」の「こ」は、「彦（ひこ）」などと同様に、男女の対立を示す「こ」。
○昔は成人に達した若い男子の意味として、「をとこ」が使われていた。
○現代では「男」の対義語は「女」となるが、昔は「結婚適齢期に達した若い女性」を意味する「乙
女（をとめ）」が対義語であった。
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1章-2　日本神話における最初の男と女
日本神話における男神は伊邪那岐命（いざなぎのみこと）であり、女神は伊邪那美命（いざなみ

のみこと）とされている。

日本神話における男と女の祖

【日本神話における男と女の祖】

○「古事記」「日本書記」に記載されている最初の男神は、伊邪那岐命（いざなぎのみこと）であり、
女神は伊邪那美命（いざなみのみこと）とされている。
○伊邪那岐は伊邪那美の兄であり、夫である。アマテラス（天照大御神）やスサノウ（須之男命）
等多くの父神であり、神武天皇の 7代先祖とされる。
○伊邪那岐の名前の由来は諸説あり、①「いざな」は「誘う（いざなう）」の語根で、「ぎ」は男性
を表す語、②「いさ」は「功徳」の意の「功（いさを）」の語根で、「き」男性を表す語、③サン
スクリットの「伊舎那点天（いしゃなてん）」、「伊舎那后（いしゃなくう）」から伊邪那美の名前
の由来も諸説あり、名前の「いざ」は「誘う（いざなう）」の意と考えられる。ちなみに「な」
は助詞、「み」は女性を表す語である。
○伊邪那美が火の神であるカグツチ（軻遇突智）を産んだために陰部に火傷を負って亡くなった。
伊邪那岐が伊邪那美の遺体にすがって泣いていると、彼の涙からナキサワメが生まれた。その後
伊邪那岐はカグツチを殺し出雲と伯伎の国境の比婆山に埋葬した。

【国産みの神話】
○天地開闢において神世七代の最後にイザナギ、イザナミが生まれた。そして、高天原の神々に命
ぜられ、海に漂っていた脂のような国土を固めるべく、天の浮き橋から矛で海をかき回し、出来
上がったオノコロジマにてイザナミと結婚した。
○国産み・神産みにおいてイザナミとの間に日本国土を形づくる多数の子を儲ける。その中には淡
路島をはじめ大八洲（本州・四国・九州等）の島々、石・木・海・水・風・山・野・火など森羅
万象の神が含まれる。
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1章-3　キリスト教における最初の女と男
キリスト教では男と女の祖はアダムとエバ（アダムとイブ）とされている。

キリスト教における女と男の祖

【キリスト教における女と男の祖】

○旧約聖書「創世記」に記載された最初の人間は、アダムとエバ（アダムとイブ）とされている。
天地創造の終わりにヤハウェによって創造されたとしている。
○アダムとはヘブライ語「土」「人間」の二つの意味を持つ言葉に由来しており、エバはヘブライ
語でハヴといい「生きる者」または「生命」の意味である。
○このエバ、エヴ、あるいはイヴ、イブ、という読みは希：エウアに由来する。

【創世記】
○旧約聖書「創世記」によると、アダムの創造後実のなる植物が創造された。アダムはエデンの
園に置かれるが、そこにはあらゆる種類の木があり、その中央には命の木と善悪の知識の木と
呼ばれる 2本の木があった。それらの木は全て食用に適した実をならせたが、主なる神はアダ
ムに対し善悪の知識の実だけは食べてはならないと命令した。なお、命の木の実はこの時は食
べてはいけないとは命令されていない。
○その後女（エバ）が創造される。蛇が女に近づき、善悪の木の実を食べるように唆す。女はそ
の実を食べた後、アダムにもそれを勧めた。実を食べた二人は目が開けて自分達が裸であるこ
とに気付き、それを恥じてイチジクの葉で腰を覆ったという。
○この結果、蛇は腹這いの生物となり、女は妊娠と出産の苦痛が増し、また、地（アダム）が呪
われることによって、額に汗して働かなければ食料を手に出来ないほど、地の実りが減少する
ことを主なる神は言い渡す。
○アダムが女をエバと名付けたのはその後のことであり、主なる神は命の木の実をも食べること
を恐れ、彼らに衣を与えると、二人を園から追放する。命の木を守るため、主なる神はエデン
の東にケルビムときらめいて回転する剣の炎を置いた。
○その後、アダムは 930 歳で死んだとされるが、エバの死については記述がない。


